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O平 成23年大船渡市消防出初式

ぎro

○消防団協力事業所表示証を交付

P2・3

○平成22年度大船渡市消防団秋季消防演習

○消防団員募集活動

○日頃市小学校防火作品

○叙勲受章者、市政功労受賞者紹介
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一

寧成23隼 六船渡市消防出湖識

平成23年 大船渡市消 防出初式 は、 平成23年1月9日 、 さか り中央通 り商店街 とリアスホー

ル を会場 に開催 されま した。商店街 では、 ま とい組が勇壮 な掛 け声 とともに先陣 を切 り、 ラッパ

隊の息の合った吹奏 で消 防団員、婦 人防火 クラブ員、車両部隊が堂 々と行進 し、沿道か ら熱い声

援 を受け ました。

式典で は、 昨年11月27日 に末崎町 内で発 生 した火災 に際 し、迅速 な初期 消火や水利誘導 な

どによ り火災 の拡大 を防止 した、細浦公 民館 自主防災組織、神坂町内会防災部会へ大船渡 市長か

ら、 また、 同火災 の第一発見者で、大 きな声で付近 の住民 に火災 を知 らせた、梅澤 春三様 ・カズ

コ様夫妻 へ大船渡市消 防団長か らそれぞれ表彰状が贈 られ ました。

また、無火災分 団表彰、 ラ ッパ隊 ・ま とい組員 の表彰が行われた ほか、 ラッパ隊の ドリル吹奏

とまとい振 りが披露 され、参集 した消 防団員、 婦人 防火 ク ラブ員 約1,000人 と、詰 め掛 けた観

衆 を魅 了 しま した。

防髪寧鱈褒含望嘉含豊ξ渓森窪輯建た嚢董鴨髪:平 成23年大船渡市消防出初式
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左か ら細浦公民館 自主防災組織様、今野

団長、戸田市長、神坂町内会防災部会様

まとい組員表彰

』=コー7コごイス綴 ア

轍A
料理 』圃 』

若 い人 に声をかけて、 どん どん

団員を増や していきましょう!

安 全で住 み よい地域 づ く りのた

め に、一緒 に頑張 りま しょう。

第2分 団第2部

嶋 公 平

19歳

サツカー

スノーボード

サツカー

スノーボード

無火災、無災害達成。

第3分 団第1部

和 野 圭 完

23歳

料理

ドライブ・カラオケ

消 防の事 だ けでな くて、

話を聞かせてほ しい。

安全を第一に、消防活動を楽しく、長

く、地域の人のために頑張ってください。

回
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年頭訓示する戸田市長

参集 した団員たち

　
蝉

,

.醸

今年も魅了した ドリル吹奏

・旧

愚

鍵勲凱
参加者全員で火の用心三唱
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第4分 団第5部

田畑 辰 則
23歳

バスケットボール

DVD鑑 賞

優 しい人

ドライブetc

若い人たちが運営する消防団では
なく、市民で動かす消防団という方
向で認識していっていただければ…

訓練やパ トロールで大変ですが、
地域のために頑張って活動 してほ
しいと思います。

第5分団第1部

大 畑 大 斗
20歳

バスケットボール

スポーツ全般

高橋みなみ

家の手伝い!?

僕が 入 ったか らには、 日本一 の

消防団をみんなで 目指 しま しょう。

ポ ンプ操法での活躍を大いに期

待します。

9羅
ドライブしながら温泉巡 り

いろいろ分からない事ばかりなの

で、ご指導よろしくお願 いします。

消防活動に積極的に参加 し、経

験を積み重ね、今後入団する団員
の手本となるよう頑張ってください。
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平
成

23
年
1
月
9
日
、

大
船

渡

市

消
防

出
初
式

に
先
立

ち
、
大
船

渡
市

消
防
団
協

力
事
業

所
表
示
証

交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交

付
式

で
は
、

約

1
,
0

0
0

人

の
消
防
関
係
者
が
見
守

る
厳
粛

な
雰
囲
気

の
中
、

北
日
本
プ

ラ
イ

ウ

ッ
ド
株
式
会
社

(小
野
繁

代
表

取
締

役
社

長
)
、

株
式

会
社

三
栄

工
業
所

(金

昌
治

代
表

取
締
役
)
、

医
療
法

人
勝
久
会

(木

川
田
典
彌

理
事
長
)
、

社
会

福
祉

法

人
愛
生

会

(橋
本

行
男

理
事

長
)
、

社
会

福
祉
法

人
成
仁
会

(山
崎

シ
ゲ

会

長
)

の
5
事
業
所

に
、
戸

田
市
長

よ
り
表

示
証
と
交
付
書

が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年

4
月
27
日
に
、
株

式
会
社
菊
池
組

(佐

々
木
孝
雄

代

表

取
締
役
)
、

11
月

26
日
に
、

株

式
会
社
佐
賀
組

(金
野
辰
雄

代
表

取
締

役
)
、
株

式
会

社

明
和

土
木

(金

野
健

代
表

取
締

役
)
、

池

田

建
設
株
式
会
社

(池

田
鉄
竜

代
表

取
締
役
)

の
4
事
業
所
に
、

市
役

所

に
て
表
示
証
と
交
付
書
を
交
付

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら

の
事
業
所
は
、
勤
務
中

に
お
け
る
消
防

団
活
動

へ
の
配
慮

や
、
社
会
貢
献

な
ど

が
評
価
さ

れ

市

が
認
定

し
た
も
の
で
す
。

大
船
渡
市

で
は
、
平
成

19
年

3

月
に
制
度

を
導

入
し
て
以
来
随
時

交
付

し
て
お

り
、

こ
れ

で
15
事
業

所

へ
の
交
付

と
な
り
ま
し
た
。

肖防出初平成23年 大船渡
左から

北 日本プライウッド

株式会社様、株式会

社三栄工業所様、今

野団長、戸田市長、

社会福祉法人愛生会

様、社会福祉法人成

仁会様、医療法人勝

久会様

《
大

船

渡

市

消

防

団

協

力
事

業
所

表

示
制
度

》

こ
の
表
示
制
度
は
、
総
務
省
消

防
庁
が
平
成
19
年
1
月
よ
り

「消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を

設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
、
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る

事
業
所
な
ど

(協
力
事
業
所
)

に

対
し

「消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
」
を
交
付
し
、
勤
務
中
に
お
け

る
団
員
の
消
防
団
活
動

へ
の
参
加

お
よ
び
活
動
環
境
の
向
上
を
図
る

大船渡市消防団協力事業所
(平成23年1月 現在)

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
協
力

事
業
所

の
社
会
貢
献

を
広
く
広
報

し
、
地
域
住
民
や
ほ

か
の
事
業
所

の
理
解
を

一
層
深
め

る
こ
と

に
よ

り
、
団
員

の
確
保
な
ど
地
域
防
災

の
充
実
を
図

る
も

の
で
す
。
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太平洋セメント㈱大船渡工場

一`i,鱈 三

平成19年3月

龍振鉱業㈱ 平成19年9月

橋爪商事㈱ 平成21年1月

大船渡市農業協同組合 平成21年3月

大船渡市漁業協同組合 平成22年1月

ア マ タ ケ ㈱ 平成22年1月

㈱ 菊 池 組 平成22年4月

㈱ 佐 賀 組 平成22年11月

㈱明和土木 平成22年11月

池田建設㈱ 平成22年1凋

北日本プライウッド㈱ 平成23年1月

㈱三栄工業所 平成23年1月

医療法人 勝久会 平成23年1月

社会福祉法人 愛生会 平成23年1月

社会福祉法人 成仁会 平成23年1月

回
協力事業所表示証

◎消防団では、今後も引き続き事業所に対し、消防団活

動への理解と協力をお願いするとともに、消防団員確保

に向け、積極的に同制度を活用したいと考えています。
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大船渡市消防団秋季消防演習は、平成22年10月17日 、午前8時

30分 から盛川河川敷公園で行われました。

この演習は、火災警報発令 中に、倒木により切断された電線の火花に

より火災が発生、北西の突風にあおられ、火災が盛町内全域に拡大した

との想定で行われました。時間差で集結した各分団が、現場指揮本部の

命令下で活動する実践 的な訓練となりました。
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第7分 団第3部

熊 谷 義 人
20歳

ホース巻き

運動

信頼できる消防団になっていき

ます。

第8分団第2部

千 葉 敏 裕
22歳
バレーボール

インディアカ
ドライブ

安全 第一 に活動 して いきた いで

す。よろ しくお願 い します。

彼 は、 マ ジメで 素直な ので、
な り期待を して います。

ガ ンバ って くだ さい。

第9分 団第2部

伊 藤 真 吾
20歳

野球

ドライブ

土屋アンナ

釣 り

少 し変わった人もいますが、みな
さん個性豊かで最高の第9分 団第2

部です。今後の目標は公也先輩です。

スポーツマンで、何にでも積極的

なとても頼もしい好青年です。将来、

すばらしい活躍を期待 します。
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大船 渡市 消 防団 では、 平成22年12月24日 、 ク リ

スマスイブで にぎわ うマイヤ本店前で、団本部員 がサ ン
ふん

タ クロース に扮 して、消防団募集活 動 を行い ました。

毎年同所で行われ るIBCラ ジオ ・チ ャリティー ミュー

ジ ックソ ンにあわせて実施 した もので、 「消防団員募集

中」な どののぼ りを掲げ、拡 声器で呼び掛けなが ら来店

した人たち にパ ンフレッ トを配布 しました。

消防団員は、年 々減少 して います。皆 さん の入団 を心

婆 麹糊!川脳 雛

店頭での消防団員募集活動の様子 薯_一 一己

消
防
団
員
募
集
活
動
"
"

ラ
イ
ク
ー
を子
ど
も

一
人
で

つ
け
な
い
で

4
年

川
内

遥
六

さ
ん

気
を
つ
け
ろ火
事
の
原
因す
く
老
ば
に

4
年

村
上

怜

さ
ん

7ペ ージにも掲載

臨

麺

墜腎

7

火
の
し
まつ消

し
たあ

ともたし

か
め
よ
う4年近江和希さん

ぽ
く
の
町火

遊び

す
る
子いない

よね4年野田清威さん

消
し
わ
す
れうと

う
と
ね
た
ら火事のも

と4年佐藤彩乃さん

防
火
作
品
は
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
大
船
渡
消
防
署
員
が
市
内

小
学
校
を
訪
れ
、
児
童
と
触
れ
ムロ
い
な
が
ら
作

成
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
日
頃
市
小
学
校

(伊
藤
栄
校
長
)

の
児
童
た
ち
が
、
防
火
写
生
と
防
火
標
語
を
作

成
し
ま
し
た
。
防
火
写
生
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
消
防
車
の
絵
を
上
手
に
仕
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら

=
部
を
紹
介
し

ま
す
。

■
頃
市
小
学
綾
防
火
作
晶
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第10分 団第1部

新 沼 新
23歳

アニス

釣 り

積極的に活動へ参加 したいと思い

ますので、よろしくお願いします。

地 域住民 のた め に、 頑張 って ほ

しいです。期待 して います。

第11分 団第6部

川 畑 一 美
24歳

野球

野球

昨年からまとい組として頑張って
いるみたいですが、先輩の言うことを

聞き1日 も早く市民から信頼される

消防団員になってほしいです。

第12分 団第1部

柏 崎 和 貴
19歳

野球

車

気合い入れて頑張 りますのでや

さしい指導お願 いします。

大 変な 時 もあ る と思 いますが、
一緒 に頑張 りま しょう。

囹
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■頃市小學綾防火作晶

防火標藷

火
の
胎末

明
日
につ

な
がる家族の

宜
心5年鈴ホ茉奈さん

消
し
忘
れ火の目が

「
キ
ラ
リ」

ね
ら
っ
て
る心のすきを5年坂本侑真さん

火
の
しま

つ君が

気
付
い
て火の用

心5年佐々ホ雅紀さ
ん

消
し
忘
れ「あっ」と

気
づ
け
ば
も
う
おそ

いだから心に火の用心5年新沼海空さん

火
の
しま

つしつ

か
り
し
よ
う二度確認6年新沼龍斗さん

火
事
が
な
いみん

な
が
に
こ
に
こうれしいな6年平山友理さん

火
事
な
し
で家族

の
笑
顔
が光つて
い
る6年佐々ホ美穂さん

外
出
前

スト

ー
ブ
こ
た
つ暮チエツ

ク6年佐々ホ宥さん

火
遊
び
を
し
て
は
い
け
な
い

火
事
の
一π

6
年

平
山

美
貴

さ
ん

,ー

最1年 近江 康生 さん
駄

防火写生

幽一箒朔
踏騰 欝難

2年 猪股 祥大 さん
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叙
勲
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者
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、
φ

ず

案
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際 、柏峙栄一様(元副団長)

瑞

葦
光
章
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(
消
防
功
労)

　

迎
蜜螺

陣轡　

騨璽
而 、
・

倉

者メ

佐
々

木

昭

夫

様(元分団長)

旭
日
小
綬
章(水産業振
興
功
労)

菅

生

和

郎

様(元消防本部次長)

瑞

宝

単

光

章(消防功労)

中

嶋

邦

良

様(元副署長)

瑞

宝

単

光

章(消防功労)

大

西

哲

雄

様(元副団長)

瑞

宝

単

光

章(消防功労)

琴
勲

卿 ■

市
政
功
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受
賞
者
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金
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様(元分団長)
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平成22年火災件数
(平 成22年1月1日 ～12月31日)

ー

L
ー

塾
翌
L
匡
覧

～

～

～

亙△
」
巳
Ψ

、

建 物 火 災 7件

林 野 火 災 0件

車 両 火 災 0件

船 舶 火 災 0件

その他火災 1件

合 計 8件

出動延べ人員 700人

◎
消
防
団
員
募
集

消
防
団
は
、

「
自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護

の
精
神
で
活
動
し
、

地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
住
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て

い
ま
す
。

◎
消
防
団
員
の
待
遇

消
防
団
員
は
、
権
限
と
責
任
を

有
す
る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で

す
。
普
段
は
仕
事
を
も
ち
な
が
ら

郷
土
愛
護
の
精
神
に
よ
っ
て
活
動

し
て
お
り
、
公
務
災
害
補
償
な
ど

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
額

報
酬
や
出
動
手
当
、
退
団
時
に
は

退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
に
興
味
を
持
た
れ
た
方

や
、
消
防
団

へ
の
入
団
を
希
望
す

る
方
は
、
地
域
の
消
防
団
員
、
ま

た
は
大
船
渡
消
防
署

・
三
陸
分
署

・

綾
里
分
遣
所
に
そ
の
旨
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

醐飼磯 護調
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行
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1

2

1

1

9

げ遅れです』『住宅火災による死亡原因の約6割 が高齢者の逃
ご邸 ♪ 甲▼ 暫曽'"『 一}

1難 臨 旧から設置義務

1既 存住宅は
曇 平成23年5月31日 までに

ム

ノ

ら

 

慰
設置が必要

大船渡地区消防組合火災予防条例における
住宅用火災警報器の設置義務化施行期日

住宅用火災警報器は、あなたや家族の命を守るため

に大変有効です。

地域などで共同購入し、住宅用火災警報器の設置率

を向上さぜましょう!

『全国で、住宅用火災警報器により、火災を未然に

防いだ事例が多数報告されています』

も

ジ

團
集
層

よ
回

消
防
団
員
募
集
の
ビ
ラ
配
り
を
、
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ブ
で
に
ぎ
わ
う
、
マ
イ
ヤ
本
店
前
に

お
い
て
、
l
B
C
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ッ

ク
ソ
ン
と
あ
わ
ぜ
て
実
施
し
ま
し
た
。
新
聞

に
も
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
よ
り
効
果
的
な
P

R
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
出
初
式
は
、
戸
田
新
市
長
(統
監
)

の
も
と
で
、
初
め
て
の
消
防
行
事
で
も
あ
り
、

消
防
団
員

一
同
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
無

火
災
祈
願
、
そ
し
て
防
災
へ
の
新
た
な
心
構

え
で
臨
み
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
で
の
開
催
は
2
回

目
な
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
れ
、

【
般

来
場
者
も
昨
年
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。

過
日
、
自
衛
隊
大
船
渡
協
力
会
が
主
催
と

な
り
、
「防
災
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
団

幹
部
構
成
員
が
聴
講
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

自
衛
隊
O
B
か
ら
災
害
派
遣
時
の
貴
重
な
体

験
談
を
話
さ
れ
、
有
事
、
災
害
に
対
す
る
心

構
え
と
し
て
、
「
治
に
居
て
乱
(ら
ん
)を
忘

れ
ず
」

〔平
和
の
世
に
い
て
も
、
戦
乱
(災
害
)

の
時
に
備
え
て
準
備
を
怠
ら
な
い
〕
と
い
う

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
火
を
取
り

扱
う
機
会
が

f

'
一

多
い
こ
の
時

期
、
消
防
団

で
は
夜
警
に

よ
る
警
戒
を

行

つ
て
い
ま

す
。

一
年
間

無
火
災
で
過

ご
ぜ
る
よ
う
、

予
防
消
防
を

徹
底
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

'
'
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